
１．まちづくり指標の現状

２．外的要因（世論、自然環境、社会動向、民間・ＮＰＯ活動等）

３．めざすべき姿に対する現状評価（まちづくり指標や外的要因等からの評価）

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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重要な
まちづくり
の課題

(めざすべき姿)

高齢者になっても健康であるように、介護予防が充実している

施策名
高齢者になってもいきいきと健康生活が送れる環境を
つくる

No.6

介護予防事業の開催回数（回）

趣味サークル・ボランティアに参加している高齢者の割合（％）
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重要なまちづくりの課題の現状評価シート
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方向

団塊の世代が老年期を迎え、平成２７年度中には４人に１人が６５歳以上になると推計されており、平成３７年には団塊の世代が７５歳以上
の後期高齢者となるため、医療・介護・予防・住まい・生活支援が一体的に提供される地域包括ケアシステムの構築が求められている。
一方では、介護保険の関係施設は増加しており、介護予防に対する意識も年々高まっている。また、定年後の余暇の充実、生きがいづくり
のための社会参加の場は広がってきている。

現状評価 Ｂ
介護予防事業の開催回数は計画的に増加させており、市民の開催への要望も高い。趣味サークル・
ボランティアに興味のある高齢者は多く年々増加している。介護保険サービスに移行した人の割合
は、平成25年度からは集計方法が異なっているため比較ができないが、介護認定率をみると国や県よ
り一宮市は低く推移しているものの、全体としては停滞気味である。なお、平成２９年度からの介護予
防・日常生活支援総合事業の実施に向け、地域の実情に応じた取組を検討中である。停滞

高齢者のうち、介護保険サービス対象者に移行した人の割合（％）
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評価がＢ・Ｃの場合

４．事務事業群に対する評価（行政活動の評価）
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総合計画推進市民会議による現状評価（※総合計画推進市民会議が発表した「重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の評価書」から転記）

介護予防マップ作成事業

長期成果（事業群④）

一般の高齢者への介護予防や健
康維持のためのサポート体制があ
る

虚弱な高齢者への介護予防や健
康維持のためのサポート体制があ
る

長期成果（事業群①）

二次予防対象者把握事業

訪問型介護予防事業介護予防マップ作成事業

成人健康相談事業 一次予防事業

評価 Ｂ 指標３の介護保険サービス対象者への移行割合は悪化している。当然考えられる数値であるが、高齢
者が健康な生活を送れるよう、環境を充実させる必要がある。

停滞

評価観点
１．長期成果は重要なまちづくりの課題（めざすべき姿）の一歩手前の状態となっており、モレなくダブリなく設定されているか。

２．各事業群の事務事業は、長期成果を達成するのに必要十分であるか。

評価
　まちづくり指標にはないが、要介護認定率を見ると全国は17.9％（H26年度）、愛知県は15.5％(H26年度）、一宮市は14.7％
（H26年度）と一宮市は低い状況になっており、介護予防に取り組んでいる成果と考えられる。長期成果の設定は壮年、虚弱高
齢者、一般高齢者対象という切り口とした。なお、各事業群の事務事業については、順調に行われている。

壮年期から主体的に、かつ継続的
に健康づくりや介護予防に心がけ
る

次年度の
改善計画

　介護予防教室・健康教室への参加対象者に対してより効果的にアプローチできるよう、新規事業として介護予防マップの作
成を行い、平成２７年度中に市ウェブサイト上での公開、平成２９年度の介護予防・日常生活支援総合事業の開始に合わせ紙
媒体のマップの配布を行う。

健康教室（成人）事業 介護予防マップ作成事業 通所型介護予防事業

長期成果（事業群③）長期成果（事業群②）

停滞


